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平
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第
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○

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
（
抄
）

第
三
条
の
二

何
人
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
拳
銃
の
銃
身
、
機
関
部
体
、
回
転
弾
倉
又
は
ス
ラ
イ
ド
（
以
下
「
拳

銃
部
品
」
と
い
う
。
）
を
所
持
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
～
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
発
射
の
禁
止
）

第
三
条
の
十
三

何
人
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
道
路
、
公
園
、
駅
、
劇
場
、
百
貨
店
そ
の
他
の
不
特
定
若
し
く
は

多
数
の
者
の
用
に
供
さ
れ
る
場
所
若
し
く
は
電
車
、
乗
合
自
動
車
そ
の
他
の
不
特
定
若
し
く
は
多
数
の
者
の
用
に
供
さ
れ
る
乗
物
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
道
路
等
」
と
い
う
。
）
に
向
か
つ
て
、
又
は
道
路
等
に
お
い
て
銃
砲
等
を
発
射
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

四

次
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
狩
猟
又
は
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
供
す
る
た
め
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可

を
受
け
た
者
が
、
当
該
用
途
（
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
有
害
鳥
獣
駆
除
（
次
号
及
び
第
六
号
に
お
い
て
「
特
定
有
害

鳥
獣
駆
除
」
と
い
う
。
）
以
外
の
有
害
鳥
獣
駆
除
（
第
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
一
般
有
害
鳥
獣
駆
除
」
と
い
う
。
）
の
用
途

に
限
る
。
）
に
供
す
る
た
め
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
使
用
し
て
鳥
獣
の
捕
獲
等

（
捕
獲
又
は
殺
傷
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
す
る
場
合
。
た
だ
し
、
許
可
に
係
る
猟
銃
が
ラ
イ
フ
ル
銃
（
銃
腔
に
腔
旋
を
有
す
る
猟
銃
で
腔
旋
を

こ
う

有
す
る
部
分
が
銃
腔
の
長
さ
の
半
分
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
二
第
四
項
第
一
号
ロ
に
該
当
す

る
者
と
し
て
当
該
ラ
イ
フ
ル
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
事
業
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
獣
類
の
捕
獲
等
を
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
限
る
。

五

次
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
有
害
鳥
獣
駆
除
、
人
命
救
助
、
動
物
麻
酔
又
は
道
路
等
に
向
か
つ
て
若
し
く
は
道
路
等
（
射
撃

場
を
除
く
。
）
に
お
い
て
銃
砲
を
発
射
す
る
必
要
が
あ
る
産
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
第
七
号
及
び
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
三
号
ロ

に
お
い
て
「
特
定
銃
砲
使
用
産
業
」
と
い
う
。
）
の
用
途
に
供
す
る
た
め
必
要
な
銃
砲
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
用
途
（
有
害
鳥
獣
駆

除
の
用
途
に
あ
つ
て
は
、
特
定
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
限
る
。
）
に
供
す
る
た
め
、
当
該
許
可
に
係
る
銃
砲
を
使
用
す
る
場
合
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六

次
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
二
の
規
定
に
よ
り
有
害
鳥
獣
駆
除
、
動
物
麻
酔
又
は
道
路
等
に
向
か
つ
て
若
し
く
は
道
路
等
（
ク
ロ
ス
ボ
ウ

射
撃
場
を
除
く
。
）
に
お
い
て
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
発
射
す
る
必
要
が
あ
る
産
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
次
号
及
び
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項

第
三
号
ハ
に
お
い
て
「
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
使
用
産
業
」
と
い
う
。
）
の
用
途
に
供
す
る
た
め
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
用

途
（
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
あ
つ
て
は
、
特
定
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
限
る
。
）
に
供
す
る
た
め
、
当
該
許
可
に
係
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
使
用
す

る
場
合

七

（
略
）

（
許
可
）

第
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
所
持
し
よ
う
と
す
る
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
ご
と
に
、
そ
の
所
持
に
つ
い
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

二

人
命
救
助
、
動
物
麻
酔
、
と
殺
又
は
漁
業
、
建
設
業
そ
の
他
の
産
業
の
用
途
に
供
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
、
救
命
索
発
射
銃
若
し
く
は
救
命
用
信

号
銃
、
麻
酔
銃
、
と
殺
銃
又
は
捕
鯨
砲
、
も
り
銃
若
し
く
は
捕
鯨
用
標
識
銃
、
建
設
用
び
よ
う
打
銃
若
し
く
は
建
設
用
綱
索
発
射
銃
そ
の
他
の
産
業

の
用
途
に
供
す
る
た
め
必
要
な
銃
砲
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者

二
の
二
～
五

（
略
）

五
の
二

年
少
射
撃
資
格
者
に
対
す
る
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
空
気
銃
射
撃
競
技
の
た
め
の
空
気
銃
の
射
撃
の
指
導
に
従
事
す
る
猟
銃
等
射
撃

指
導
員
で
、
当
該
指
導
の
用
途
に
供
す
る
た
め
空
気
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
も
の

五
の
三
～
十

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
許
可
の
基
準
）

第
五
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
又
は
許
可
申
請

書
若
し
く
は
そ
の
添
付
書
類
中
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
若
し
く
は
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、

許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

十
八
歳
に
満
た
な
い
者
（
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
、
国
際
的
な
規
模
で
開
催
さ
れ
る
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
空

気
銃
射
撃
競
技
に
参
加
す
る
選
手
又
は
そ
の
候
補
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
推
薦
さ
れ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
四
歳
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に
満
た
な
い
者
）

二

（
略
）

三

精
神
障
害
若
し
く
は
発
作
に
よ
る
意
識
障
害
を
も
た
ら
し
そ
の
他
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
の
適
正
な
取
扱
い
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

病
気
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
か
か
つ
て
い
る
者
又
は
介
護
保
険
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
知
症
で
あ
る
者

四
～
十
八

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
許
可
の
基
準
の
特
例
）

第
五
条
の
二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
係
る
空
気
銃
が
空
気
拳
銃
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
空
気

拳
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
年
少
射
撃
資
格
者
に
対
す
る
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
空
気
拳
銃
射
撃
競
技
の
た
め
の
空
気
拳
銃

の
射
撃
の
指
導
に
従
事
す
る
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

７

（
略
）

（
技
能
検
定
）

第
五
条
の
四

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
（
第
五
条
の
二
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
都
道
府
県
公

安
委
員
会
が
指
定
す
る
猟
銃
を
使
用
し
て
、
そ
の
所
持
し
よ
う
と
す
る
種
類
の
猟
銃
に
係
る
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
に
関
す
る
技
能
検
定
を
実
施
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
の
二
（
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項

を
除
く
。
）
の
許
可
の
基
準
に
適
合
し
な
い
た
め
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
る
資
格
を
有
し
な
い
と
認
め
ら

れ
る
者
は
、
技
能
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
・
３

（
略
）

（
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
）

第
五
条
の
五

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
現
に
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
猟
銃
を
所
持
し
て
い
る
も
の
を
受
講
者
と
し
て
、
当
該
種
類
の
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
行
う
も
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の
と
す
る
。

２
～
４

（
略
）

（
許
可
の
失
効
、
許
可
証
の
返
納
及
び
仮
領
置
）

第
八
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
が
な
い
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
お
い
て
、
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
当
該
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
で
、
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
又
は
売
却
に
付
し
て
も
買
受
人
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
廃
棄
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
略
）

10第
八
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
仮
領
置
し
た
拳
銃
部
品
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
九
項

中
「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
二
項
」
と
、
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
射
撃
教
習
）

第
九
条
の
五

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
五
条
の
二
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
を
除
く
。
）
は
、
第
五
条
の
四
第
一
項
の
技
能
検
定
を
受
け
る
場
合
を
除
き
、
教
習
射
撃
場
に
お
い
て
射
撃
教
習
（
教
習
射
撃
指
導
員
が
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
次
条
第
二
項
の
教
習
用
備
付
け
銃
を
使
用
し
て
行
う
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
に
関
す
る
技
能
の
教
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
５

（
略
）

（
教
習
射
撃
場
の
指
定
の
解
除
等
と
教
習
用
備
付
け
銃
の
仮
領
置
）

第
九
条
の
八

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
仮
領
置
し
た
猟
銃
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
九
項
中
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「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
八
第
三
項
」
と
、
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
八
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
練
習
射
撃
場
の
指
定
の
解
除
等
と
練
習
用
備
付
け
銃
の
仮
領
置
）

第
九
条
の
十
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
仮
領
置
し
た
猟
銃
又
は
空
気
銃
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
九
項
中
「
第
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
十
二
第
二
項
」
と
、
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
）

第
九
条
の
十
三

政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
空
気
銃
射
撃
競
技
に
参
加
す
る
選
手
又
は
そ
の
候
補
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者

か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
で
十
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
指
定
射
撃
場
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
た
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
指
導
の
下
に
当
該
空
気
銃
射
撃
競
技
の
た
め
の
空
気
銃
の
射
撃
の
練
習
を
行
い
又
は
当
該
空
気
銃
射
撃
競
技
に
参
加
す

る
た
め
、
当
該
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
監
督
を
受
け
て
当
該
許
可
に
係
る
空
気
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
内
閣
府
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
、
そ
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
、
当
該
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
の
氏
名
そ
の
他
の

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
認
定
申
請
書
及
び
内
閣
府
令
で
定
め
る
添
付
書
類
を
提
出
し
て
、
そ
の
資
格
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
及
び
認
定
申
請
書
又
は
そ
の
添
付
書
類

中
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
と
き
を
除
き
、
そ
の
認
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
条
の
五

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
政
令
で
定
め
る
者
に
当
該
許
可
に
係
る
空
気
銃
又
は
拳
銃
（

当
該
拳
銃
に
係
る
拳
銃
部
品
及
び
当
該
拳
銃
に
適
合
す
る
拳
銃
実
包
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
保
管
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
の
う
ち
十
四
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
る
者

二

第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
拳
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者

三

第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
拳
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
の
う
ち
十
四
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
る
者

四

第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者

２

（
略
）
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（
消
音
器
等
の
所
持
の
制
限
）

第
十
条
の
七

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
に
係
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
に
取
り
付
け
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

政
令
で
定
め
る
消
音
器
、
弾
倉
又
は
替
え
銃
身
を
所
持
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
許
可
の
取
消
し
及
び
仮
領
置
）

第
十
一
条

（
略
）

２
～

（
略
）

11第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
八
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

12
に
お
い
て
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
日
」
と
、
「

前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
十
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
の
二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
仮
領
置
し
た
拳
銃
部
品
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
日
」
と
、
「
前
項

」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
二
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
空
気
銃
の
所
持
の
禁
止
）

第
二
十
一
条
の
三

何
人
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
準
空
気
銃
（
圧
縮
し
た
気
体
を
使
用
し
て
弾
丸
を
発
射
す
る
機

能
を
有
す
る
銃
で
あ
つ
て
空
気
銃
に
該
当
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
し
た
弾
丸
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
が
、

人
を
傷
害
し
得
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
値
以
上
と
な
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
所
持
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

２

（
略
）

（
刃
体
の
長
さ
が
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
刃
物
の
携
帯
の
禁
止
）

第
二
十
二
条

何
人
も
、
業
務
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
つ
た
刃
体
の
長
さ
が
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
刃
物
を
携
帯
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
つ
た
刃
体
の
長
さ
が
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
は
さ
み
若
し
く
は
折
り
た
た
み
式
の
ナ
イ
フ
又
は
こ
れ
ら
の
刃
物
以
外
の
刃
物
で
、
政
令
で
定
め
る
種
類
又
は
形
状
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
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限
り
で
な
い
。

（
銃
砲
刀
剣
類
等
の
一
時
保
管
等
）

第
二
十
四
条
の
二

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
前
項
の
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

九
項
中
「
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
が
な
い
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
四
条
の
二
第
七
項
の
銃
砲
等
若
し
く
は
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
～

（
略
）

11
（
提
出
を
命
じ
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
売
却
等
）

第
二
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

３

第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
申
請
が
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
仮
領
置
し
た
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
一
条

第
三
条
の
十
三
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
（
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
違
反
行
為
を

し
た
者
は
、
無
期
又
は
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

２

前
項
の
違
反
行
為
（
拳
銃
等
の
発
射
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
団
体
（
共
同
の
目
的
を
有
す
る
多
数
人
の
継
続
的
結
合

体
で
あ
つ
て
、
そ
の
目
的
又
は
意
思
を
実
現
す
る
行
為
の
全
部
又
は
一
部
が
組
織
（
指
揮
命
令
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
任
務
の
分
担
に

従
つ
て
構
成
員
が
一
体
と
し
て
行
動
す
る
人
の
結
合
体
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
一
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
反
復
し
て

行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
活
動
（
団
体
の
意
思
決
定
に
基
づ
く
行
為
で
あ
つ
て
、
そ
の
効
果
又
は
こ
れ
に
よ
る
利

益
が
当
該
団
体
に
帰
属
す
る
も
の
を
い
う
。
第
三
十
一
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
、
当
該
違
反
行
為
を
実
行
す
る
た
め
の
組
織
に
よ

り
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
又
は
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
及
び
三
千
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万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

３

団
体
に
不
正
権
益
（
団
体
の
威
力
に
基
づ
く
一
定
の
地
域
又
は
分
野
に
お
け
る
支
配
力
で
あ
つ
て
、
当
該
団
体
の
構
成
員
に
よ
る
犯
罪
そ
の
他
の
不

正
な
行
為
に
よ
り
当
該
団
体
又
は
そ
の
構
成
員
が
継
続
的
に
利
益
を
得
る
こ
と
を
容
易
に
す
べ
き
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

得
さ
せ
、
又
は
団
体
の
不
正
権
益
を
維
持
し
、
若
し
く
は
拡
大
す
る
目
的
で
、
第
一
項
の
違
反
行
為
を
し
た
者
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
二

第
三
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

２

営
利
の
目
的
で
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
又
は
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
及
び
三
千
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

３

前
二
項
の
未
遂
罪
は
、
罰
す
る
。

第
三
十
一
条
の
三

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
拳
銃
等
を
所
持
し
、
又
は
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
を
害
す
る
目
的
で
同
項
の
規
定
に

違
反
し
て
銃
砲
等
（
拳
銃
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
第
三
十
一
条
の
五
及
び
第
三
十
一
条
の
六
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
所
持
し
た
と
き
は
、
当
該
違

反
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
拳
銃
等
及
び
銃
砲
等
の
合
計
数
が
二
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
一
年
以
上
十
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

２

前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

一

当
該
違
反
行
為
に
係
る
装
薬
銃
砲
を
、
当
該
装
薬
銃
砲
に
適
合
す
る
実
包
又
は
当
該
装
薬
銃
砲
に
適
合
す
る
金
属
性
弾
丸
及
び
火
薬
と
共
に
携
帯

し
、
運
搬
し
、
又
は
保
管
し
た
と
き
。

二

当
該
違
反
行
為
に
係
る
空
気
銃
を
、
当
該
空
気
銃
に
適
合
す
る
金
属
性
弾
丸
と
共
に
携
帯
し
、
運
搬
し
、
又
は
保
管
し
た
と
き
。

三

当
該
違
反
行
為
に
係
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
、
当
該
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
適
合
す
る
矢
と
共
に
携
帯
し
、
運
搬
し
、
又
は
保
管
し
た
と
き
。

３

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
（
拳
銃
等
の
所
持
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
団
体
の
活
動
と
し
て
、
当
該
違
反

行
為
を
実
行
す
る
た
め
の
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
刑
に
処
す
る
。

一

第
一
項
前
段

一
年
以
上
十
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
年
以
上
十
五
年
以
下
の
懲
役
及
び
五
百
万
円
以
下
の
罰
金

二

第
一
項
後
段

一
年
以
上
の
有
期
懲
役
又
は
一
年
以
上
の
有
期
懲
役
及
び
七
百
万
円
以
下
の
罰
金

三

前
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

五
年
以
上
の
有
期
懲
役
又
は
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
及
び
三
千
万
円
以
下
の
罰
金

４

第
三
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
目
的
で
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
者
も
、
同
項
と
同
様
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
四

第
三
条
の
七
又
は
第
三
条
の
十
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
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る
。

２

営
利
の
目
的
で
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
又
は
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
及
び
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

３

前
二
項
の
未
遂
罪
は
、
罰
す
る
。

第
三
十
一
条
の
六

偽
り
の
方
法
に
よ
り
拳
銃
等
又
は
銃
砲
等
の
所
持
に
つ
い
て
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
と
き
（
銃
砲
等
の

所
持
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
を
害
す
る
目
的
で
当
該
銃
砲
等
を
所
持
す
る
た
め
に
許
可
を
受
け
た

と
き
に
限
る
。
）
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
一
条
の
七

第
三
条
の
六
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

２

営
利
の
目
的
で
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
十
年
以
下
の
懲
役
及
び
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

３

前
二
項
の
未
遂
罪
は
、
罰
す
る
。

第
三
十
一
条
の
八

第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

第
三
十
一
条
の
九

第
三
条
の
九
又
は
第
三
条
の
十
二
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

営
利
の
目
的
で
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
又
は
七
年
以
下
の
懲
役
及
び
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

３

前
二
項
の
未
遂
罪
は
、
罰
す
る
。

第
三
十
一
条
の
十
一

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
猟
銃
を
所
持
し
た
と
き
（
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

二

第
三
条
の
五
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

第
三
条
の
十
三
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
（
次
に
掲
げ
る
場
合
に
限
る
。
）
。

イ

狩
猟
又
は
有
害
鳥
獣
駆
除
の
用
途
に
供
す
る
た
め
に
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
発
射
し
た
場
合

ロ

人
命
救
助
、
動
物
麻
酔
又
は
特
定
銃
砲
使
用
産
業
の
用
途
に
供
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
救
命
索
発
射
銃
若
し
く
は
救
命
用
信
号
銃
、
麻
酔

銃
又
は
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
銃
砲
の
う
ち
当
該
特
定
銃
砲
使
用
産
業
の
用
途
に
供
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
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発
射
し
た
場
合

ハ

動
物
麻
酔
又
は
特
定
ク
ロ
ス
ボ
ウ
使
用
産
業
の
用
途
に
供
す
る
た
め
に
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
発
射
し
た
場
合

四

偽
り
の
方
法
に
よ
り
猟
銃
の
所
持
に
つ
い
て
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
と
き
（
第
三
十
一
条
の
六
に
該
当
す
る
場
合
を

除
く
。
）
。

２

前
項
第
二
号
の
未
遂
罪
は
、
罰
す
る
。

３

第
十
条
第
二
項
（
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
拳
銃
等
又
は
猟
銃
を
発
射
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲

役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
一
条
の
十
二

第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
罪
を
犯
す
目
的
で
そ
の
予
備
を
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
年
以

下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
実
行
に
着
手
す
る
前
に
自
首
し
た
者
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
し
、
又
は
免
除
す
る
。

第
三
十
一
条
の
十
三

情
を
知
つ
て
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
罪
に
当
た
る
行
為
に
要
す
る
資
金
、
艦
船
又
は
航
空
機
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
資
金
等
」
と
い
う
。
）
を
提
供
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
資
金
等
に
係
る
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
罪
が
実
行
に
着
手
さ
れ
る
前
に
自
首
し
た
者
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
し
、
又
は
免
除
す
る
。

〇

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
抄
）

（
鳥
獣
の
捕
獲
等
及
び
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
の
許
可
）

第
九
条

学
術
研
究
の
目
的
、
鳥
獣
の
保
護
又
は
管
理
の
目
的
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
目
的
で
鳥
獣
の
捕
獲
等
又
は
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
を
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
の
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
お
い
て
鳥
獣
の
捕
獲
等
又
は
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
を
す
る

と
き
。

二

希
少
鳥
獣
の
捕
獲
等
又
は
希
少
鳥
獣
の
う
ち
の
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
を
す
る
と
き
。

三

そ
の
構
造
、
材
質
及
び
使
用
の
方
法
を
勘
案
し
て
鳥
獣
の
保
護
に
重
大
な
支
障
が
あ
る
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
網
又
は
わ
な
を
使
用
し

て
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
と
き
。
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２
～

（
略
）

14

○

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
抄
）

（
欠
格
事
由
）

第
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

こ
の
法
律
そ
の
他
国
際
社
会
の
平
和
の
確
保
等
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
の
規
制
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
若
し
く
は

こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
に
よ

る
刑
を
含
む
。
）
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

二
～
七

（
略
）

（
認
定
）

第
二
十
一
条

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
を
取
り
扱
う
者
（
特
定
取
扱
機
関
を
除
く
。
）
は
、
申
請
に
よ
り
、
対
象
物
判
別
精
度
、
検
出
情
報
電

磁
的
記
録
の
加
工
に
よ
り
変
更
が
加
え
ら
れ
た
情
報
の
範
囲
及
び
程
度
、
当
該
検
出
情
報
電
磁
的
記
録
が
記
録
さ
れ
て
か
ら
経
過
し
た
時
間
そ
の
他
の

事
情
を
勘
案
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
の
区
分
に
従
い
、
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
を
適
正
に
取
り
扱
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
旨
の
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
認
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

イ

こ
の
法
律
そ
の
他
国
際
社
会
の
平
和
の
確
保
等
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
の
規
制
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
若
し
く

は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令

に
よ
る
刑
を
含
む
。
）
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ
～
へ

（
略
）

二

（
略
）
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４
・
５

（
略
）

○

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
抄
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

（
略
）

二

第
一
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日

○

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
）
（
抄
）

（
産
業
の
用
途
に
供
す
る
た
め
必
要
な
銃
砲
）

第
一
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
銃
砲
は
、
鉱
さ
い
破
砕
銃
と
す
る
。

（
拳
銃
等
の
所
持
が
許
可
さ
れ
る
運
動
競
技
会
等
）

第
三
条

法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

二

ア
ジ
ア
競
技
大
会

三

近
代
五
種
競
技
世
界
選
手
権
大
会

四

世
界
射
撃
選
手
権
大
会

五

ア
ジ
ア
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
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２

（
略
）

（
指
導
用
空
気
銃
の
所
持
が
許
可
さ
れ
る
運
動
競
技
会
）

第
五
条

法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

運
動
競
技
会
と
す
る
。

一

（
略
）

二

空
気
拳
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者

第
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
運
動
競
技
会

（
空
気
銃
の
所
持
が
許
可
さ
れ
る
十
八
歳
未
満
の
射
撃
競
技
選
手
に
係
る
運
動
競
技
会
等
）

第
七
条

法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
は
、
第
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

（
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
適
正
な
取
扱
い
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
病
気
）

第
八
条

法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
病
気
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

二

そ
う
う
つ
病
（
そ
う
病
及
び
う
つ
病
を
含
む
。
）

三
・
四

（
略
）

（
銃
砲
等
の
構
造
又
は
機
能
の
基
準
）

第
九
条

（
略
）

２

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
猟
銃
又
は
空
気
銃
に
係
る
法
第
五
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
構
造
又

は
機
能
が
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

（
略
）

二

構
造
の
一
部
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
数
以
上
の
実
包
又
は
金
属
性
弾
丸
を
充
塡
す
る
こ
と
が
で
き
る
弾
倉
が
な
い
こ
と
。

三

口
径
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
長
さ
を
超
え
な
い
こ
と
。

四

銃
身
長
及
び
銃
の
全
長
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
長
さ
を
超
え
る
こ
と
。

五

（
略
）

（
指
導
用
空
気
拳
銃
の
所
持
が
許
可
さ
れ
る
射
撃
競
技
指
導
員
に
係
る
運
動
競
技
会
等
）
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第
十
六
条

法
第
五
条
の
二
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
は
、
第
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

（
技
能
検
定
）

第
二
十
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
第
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
検
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
技
能
検
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
技
能
検
定
の
実
施
の
日
時
、
場
所
そ
の
他
技
能
検
定
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
の
申
請
を
却
下
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

技
能
検
定
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

科

目

事

項

猟
銃
の
操
作

一

猟
銃
の
保
持
そ
の
他
猟
銃
の
基
本
的
な
取
扱
い

二

猟
銃
の
点
検

三

実
包
の
装
て
ん
及
び
抜
出
し
そ
の
他
実
包
の
取
扱
い

四

射
撃
の
姿
勢
及
び
動
作

猟
銃
の
射
撃

一

散
弾
銃
に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
飛
し
よ
う
す
る
標
的
に
対
す
る
射
撃

二

ラ
イ
フ
ル
銃
に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
固
定
さ
れ
て
い
る
標
的
に
対
す
る
射
撃

３
・
４

（
略
）

（
技
能
講
習
）

第
二
十
一
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
第
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
講
習
（
以
下
「
技
能
講
習
」
と

い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
技
能
講
習
の
実
施
の
日
時
、
場
所
そ
の
他
技
能
講
習
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

２

技
能
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

科

目

事

項

猟
銃
の
操
作

一
・
二

（
略
）

三

実
包
の
装
て
ん
及
び
抜
出
し
そ
の
他
実
包
の
取
扱
い

四

（
略
）
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（
略
）

３

（
略
）

（
銃
砲
等
、
刀
剣
類
、
拳
銃
部
品
又
は
準
空
気
銃
の
売
却
）

第
二
十
五
条

法
第
八
条
第
九
項
（
法
第
八
条
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
八
第
五
項
、
第
九
条
の
十
二
第
四
項
、
第
十
一
条
第
十
二
項
、
第
十
一
条
の
二

第
六
項
、
第
二
十
四
条
の
二
第
八
項
及
び
第
二
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
等
、
刀
剣
類
、
拳
銃
部
品

（
法
第
三
条
の
二
第
一
項
の
拳
銃
部
品
を
い
う
。
第
三
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
準
空
気
銃
（
法
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
準
空
気
銃
を
い

う
。
第
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
売
却
は
、
競
争
入
札
に
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
競
争
入
札
に
要
す
る
経
費
が
入
札
の

価
格
を
超
え
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
競
争
入
札
に
付
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
随
意
契
約
に
よ
り
売
却
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
射
撃
教
習
）

第
二
十
六
条

法
第
九
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
射
撃
教
習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
射
撃
教
習
」
と
い
う
。
）
は
、
第
二
十
条
第
二
項
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
科
目
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
～
５

（
略
）

（
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
て
空
気
銃
を
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
射
撃
競
技
選
手
に
係
る
運
動
競
技
会
等
）

第
二
十
八
条

法
第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

運
動
競
技
会
と
す
る
。

一

（
略
）

二

空
気
拳
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者

第
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
運
動
競
技
会

２

（
略
）

（
政
令
で
定
め
る
有
害
鳥
獣
駆
除
）

第
三
十
二
条

法
第
十
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
有
害
鳥
獣
駆
除
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
鳥
獣
の
管
理
の
目
的
で
す
る
鳥
獣
の
捕
獲
等
以
外
の
も
の
と
す
る
。

（
保
管
の
委
託
を
要
し
な
い
場
合
等
）

第
三
十
三
条

法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
と
す
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る
。

一

法
第
十
条
の
五
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

イ

当
該
許
可
に
係
る
空
気
銃
又
は
拳
銃
（
当
該
拳
銃
に
係
る
拳
銃
部
品
又
は
当
該
拳
銃
に
適
合
す
る
拳
銃
実
包
（
法
第
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
拳
銃
実
包
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
含
む
。
）
を
用
い
て
、
運
動
競
技
会
の
射
撃
競
技
に
参
加
し
、
又
は
こ
れ
に
参
加

す
る
た
め
指
定
射
撃
場
に
お
い
て
射
撃
の
練
習
を
す
る
場
合

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
許
可
に
係
る
空
気
銃
又
は
拳
銃
（
当
該
拳
銃
に
係
る
拳
銃
部
品
を
含
む
。
）
の
修
理
を
委
託
す
る
場
合
、
当

該
許
可
に
係
る
空
気
銃
又
は
拳
銃
（
当
該
拳
銃
に
係
る
拳
銃
部
品
又
は
当
該
拳
銃
に
適
合
す
る
拳
銃
実
包
を
含
む
。
）
の
保
管
を
委
託
す
る
相
手

方
を
変
更
す
る
場
合
そ
の
他
保
管
の
委
託
を
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合

二

（
略
）

２

法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

（
所
持
を
制
限
さ
れ
る
消
音
器
等
）

第
三
十
四
条

法
第
十
条
の
七
の
政
令
で
定
め
る
消
音
器
、
弾
倉
又
は
替
え
銃
身
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

二

弾
倉
に
あ
つ
て
は
、
着
脱
弾
倉
で
、
第
九
条
第
二
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
数
以
上
の
実
包
又
は
金
属
性
弾
丸
を
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の

三

替
え
銃
身
に
あ
つ
て
は
、
猟
銃
に
取
り
付
け
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

口
径
が
第
九
条
第
二
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
長
さ
を
超
え
る
も
の

ロ

銃
身
長
が
第
九
条
第
二
項
第
四
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
長
さ
以
下
の
も
の

（
刃
体
の
長
さ
が
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
刃
物
で
携
帯
が
禁
止
さ
れ
な
い
も
の
）

第
三
十
七
条

法
第
二
十
二
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
種
類
又
は
形
状
の
刃
物
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

二

折
り
た
た
み
式
の
ナ
イ
フ
で
あ
つ
て
、
刃
体
の
幅
が
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
、
刃
体
の
厚
み
が
〇
・
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
こ

え
ず
、
か
つ
、
開
刃
し
た
刃
体
を
さ
や
に
固
定
さ
せ
る
装
置
を
有
し
な
い
も
の
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三

法
第
二
十
二
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
つ
た
刃
体
の
長
さ
が
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
く
だ
も
の
ナ
イ
フ
で
あ
つ
て
、
刃
体

の
厚
み
が
〇
・
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
ず
、
か
つ
、
刃
体
の
先
端
部
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る
も
の

四

法
第
二
十
二
条
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
つ
た
刃
体
の
長
さ
が
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
切
出
し
で
あ
つ
て
、
刃
体
の
幅
が
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
、
刃
体
の
厚
み
が
〇
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
こ
え
な
い
も
の

（
一
時
保
管
し
た
銃
砲
刀
剣
類
等
で
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
所
有
権
の
帰
属
の
区
分
）

第
三
十
八
条

法
第
二
十
四
条
の
二
第
十
項
の
政
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

銃

砲

刀

剣

類

等

の

区

分

帰

属

先

次
項
に
掲
げ
る
銃
砲
刀
剣
類
等
以
外
の
銃
砲
等
、
刀
剣
類
又
は
準
空
気
銃

国

（
略
）

○

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
（
抄
）

（
法
第
五
条
第
一
号
及
び
第
二
十
一
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
法
律
）

第
三
条

法
第
五
条
第
一
号
及
び
第
二
十
一
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
法
律
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
法
律
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

一
～
十
四

（
略
）

十
五

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
。
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
六
か
ら
第
三
十
一

条
の
九
ま
で
及
び
第
三
十
一
条
の
十
一
か
ら
第
三
十
一
条
の
十
三
ま
で
の
規
定
に
限
る
。
）

十
六
～
三
十
六

（
略
）


